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目 的　 健 康 状 態 の 質 問 項 目を 全 身 的 症 状 （ 食 欲 不 振 、 頭 痛 、 め ま い 、 け ん 怠 感 、 不眠 、

風 邪 ）、部 分 的 症 状 （ 目 、 鼻 、 の ど ）、既 応 症 （じ ん 臓 病 、 肝 臓 病 、 胃 腸 病 、 郷 人 病）、に 分け

た｡1 次 に 生 活 状 況 及 び 栄 養 摂 取 状況 と の 関 連 を み る と 、 健 康 状 態 の 中 で 特 に 全 身 的 症 状 と

の 関 連 性 が みら れ た 。 本報 で は 、 健康 状 麟 把 握 の 目 安 と な る も のと し て 、 質 問 項 目 の 得 点

化 お よ び そ の 分 類に よ る 方 法 論を 検 討 し た 。

方 法 及 び 結果　 全 身 的 症 状 に お け る 各質 問 項 目 （ 食 欲 不 振 、 頭 痛 、 め ま い 、 け ん 怠 感 、

不眠 ） の 回 答 を 得 点 化し 、 そ の 得 点 の 特 徴 に よ り い く つ か の タ イプ に 分 類 し 、 検 討し た 。

従 来 、 得 点 化を 行 う 場 合 に は 相 加 法 と 相 乗 法と が と ら れ て い る 。 そ こ で 、 全 身 的 症 状 の

各 質 問 項 目 の 回 答 に 等 配 分 の 得 点 数 を 与 え 、 相 加 及 び 相 乗 法 に よ り 得 点 化 を 試 み た 。

今 回 我 々 は 、 ま ず 相 加 及 び 相 乗 法 に よ る 得点 を 正 規 分 布 す る よ う に 五 段 階 に 分 類し た 。

そ の結 果 、 相 乗 法 で は 点 数 の 開 き が 大き すぎ 、 相 加 法 の 方 が 得 点 区 分 がし や す か っ た 。　ま

た 、 相 加 法 で も 、 同 得 点 に いく つ も の 組 み 合 せ があ る ので 、 回 答 に よ り 配 点 の 重 みを か え

て 得 点 化 を 行 っ た 。

次 に 、 タ イプ 分 けと し て は 、 得 点 数 の み で な く 、 そ の 組 み合 せ 例 も 考慮 し て ７ タ イプ に

分 類 し た 。 こ の タ イプ と 全 身 的 症 状 、 部 分 的 症 状 、 既 応 症 の 各 項 目 と の 間 に は そ れ ぞ れ関

連 性 が 認 めら れ た 。し た が っ て 、 こ の方 法 は 健 康 状 態把 握 の目 安 と な り 得 る と 考 えら れ る。
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一 支族 。生着 末盤 と健ー 康 」犬態しIT,関連猟( 分冊 ①)  ―
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三尽璋子　　ｴｰ λ 良江　 鈴 木冊 与

目 的(  剔o 報 に同じ)

力ま， 裳肢 の 色慾 右肱 と健庫 状篤i  全 身的走戻 。部分的症援 ，既 応症)    。間･こおける間

連枕,こっい で検訂 し≒

悠 載　 Ｄ 全身的走状 ，）うち食欲 不 振，あi  ‥ ，不目肛 関 しては ，生店t. 盤 の圭 いヽこよ

りタイプ別 の外徴 的 な/ぐタ- ンと示し た。即 ち,    ( I  ）－C  高J    －⑤t    （ ホ) べX.}    -

⑨ が訴え 々ヽ低 く,    （ コリ ーレI,]  - 図 々 高かっ た。i  た（ ブ ）- ⑥ ヒ( ブ;  - ○ い ま学歴

によb. 差が々 ぶれ, トf  } <^ 力が 訴え 剔まJく，特 に頭席 な ど･は.   ( ブ･）- い

‥佃,1ri がみづ れh 。2)    部分 的症援（ 目. 鼻, の ど ）fa,  学歴 によ るχ がま れ てあヽリ，

聊i    にみけ5  健冰 ため訴えa,    （ フ~) -  （ 申J －⑩･こ厠と同様あ‥峠it] が･みり れ 尺。3)

生活t 盤 の楷層 の属代 に よる（( ﾌ■゙) -  （ 嵩ｊ づi ）･3活収 入／）名<f)が多く。匁 令,･い0  1X

が極 め て多 力`・ 匹 次I- ，( フ'; -  〔 申〕-  ○ ／呻^ 悛 よ，低 収），が 今 に 匁 分i  30代,   40

代 が珍 ぶ≒r-.,    4)  既･え走ら よ,  現を の病気罹 患辛 か痩 な,い為,   既 応屋 で`に較 しに その

妬 簒， 胃肺 病が最も ぶ<  ■   か ぺ 婦゙ 人気 肝 臓病丿 和こ低< な ，T   ぶ‥ハ 抽:しT     ( ﾌ）゙-

ド}   ,   （ い-  (  回- ㈲ に-ft 赴牽があ や べ.'    り 次･こ荊報 によ ソ, 健孝吠 態 得支む

しT~. 9 1 フ≒ の関 遠槐 £ 検吋 し 仁. 鍵無状尨。よ,    あ蛍澄^l  ， 良略 ぜあ<)  ，ぞ 親・）衰 労朕況

励 乙沁 に 丿 －（ 柚　t  ( フ丿 － いI) J  r S  なj  /ヽ･タ ーン＆ 冴ヽし に 屋ﾉ庖分杵 ら ま， い力

－(.i  J 一四a 冊r.  i，㈹以こ のs  あj  割 駱が 高 ヵ` ’だ。




